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新秋田空港に隣接する、県立中央公園スポーツゾーンは、広く県

民の運動広場として、また、昭和59年度全国高等学校総合体育大;会

の主会場として建設されるものであります。このため秋田県教育委

員会では昭和55年秋に遺跡分布調査を行い、駒坂袋 I遺跡をはじめ

とする 4ケ所の遺跡を確認し、本年4月に工事iζ先立ち記録保存の

ための発掘調査を実施いたしました口

その結果、 4ケ所の遺跡から旧石器、縄文時代前期~晩期、弥生

時代の土器、石器と、縄文時代中期の竪穴住居跡、土壌等を発見し

ました。とくに、旧石器は数量的には少ないものの、発掘調査で発

見されたものは県内でも数遺跡しかなく、貴重な資料と考えられま

す。

今後、本報告書が文化財の研究、保護の資料として広く活用いただ

ければ幸いに存じますD 最後になりましたが、発掘調査から報告書

の刊行までいろいろと御協力いただきました雄和町教育委員会、土

地所有者をはじめとする関係各位に心から感謝の意を表します。

昭和57年 3月

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎
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1. 本報告書は、県立中央公園スポーツゾーン建設計画にともなう遺跡

発掘調査報告書である。

2. 本報告書の作成にあたり、第 l章第 1節は富樫泰時、第1章第3節、

第4章第 I節、第 3節の 2は柴田陽一郎、その他は高橋忠彦が執筆し

7こO

3. 遺構は10分の l、20分の lで実測し、報告書中の縮尺は任意である。

挿図中⑤は地山ブロック、医翠請は焼土を表わす。

4. 遺構の記号化は、住居跡にS1を、土壌にSKを付し、発見JI慣に番

号を付けた。

5. 遺跡、遺構の写真撮影は鈴木功が、遺物は高橋忠彦が行った。

6. 遺物の実測は、鈴木功、高橋修、高橋学、佐藤雅子が中心となって

行った。

7. 遺物、遺構の実測図トレースは、松本淳子、石上尚子が行った口

8. 土色の記載は、小山正忠、竹原秀雄編集「新版土色帳jを使用した。
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ヰ主 はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

新秋田空港は昭和56年6月24日開港した。この空港は周囲に県立中央公閣として広大な緑地

として全国的に注目されている。スポーツ@ゾーンは県立中央公

園施設のーっとして空港の北側に建設しようとするものである口その広さはが]20ヘクター/レ、

主な施設として陸上競技場、サッカ一、ラグビ一場、テニスコート等。さらに将来は野球場、

体育館等をも建設しようとするものである。乙の計画は昭和55年明らかにされた。そこで県教

に埋蔵文化財の有無を確認する遺跡分布調査を雄和町教育

したのである。

駒坂袋地区と滝ノ沢地区の二地区に四ケの遺跡が存在することがわかった。

それぞれの遺跡を駒坂袋上同豆、滝ノ沢 I、向江遺跡と呼ぶこととした。この間つの遺跡の

規模、性格などから、記録保存という方法によって保護してさしっかえないものと判断された

のである。

このような経過を経て昭和56年4月文化庁長官へ文化財保護法第98条の 2項により通知を提

出し、子宮J屈調査にとりかかったのである口

第 2節
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事務補助員

調査協力機関

調査の組織と構成

滝ノ沢 I遺跡向E遺跡駒坂袋 I遺跡向H遺跡

秋田県河辺郡雄和町椿)ii字滝ノ沢及び駒坂袋

昭和56年 4 月 6 日 ~5 月 2 日

秋田県教育委員会

富樫泰時柴田陽一郎 高橋忠彦 (秋田県教育庁文化課)

庄内昭男 (秋田県立博物館)

鈴木耳j 高橋修高橋学三嶋j盗儀佐藤雅子

佐藤真智子

雄和町教育委員会

発指調査参加者 嘉藤貞勝黒崎茂治佐々木上男佐藤一高橋吉左ヱ門長谷部源蔵

長宅宇部貞治藤原貫一藤原倉之助星)11八ト郎堀井勇



遺物整理協力者

土地所有者

伊藤キョ 伊藤テツヨ 伊藤トシ伊藤ハナ伊藤ヒデ伊藤ミツ

伊藤ミナ嘉藤ミエ嘉藤ヤエ鎌田タカ 京極ヱイ 京極力ネヨ

京極スギ黒崎ミネ 小助川慶子佐々木キエ佐々木遺美子

佐々木キミヨ 佐々木シヲ子 J佐々木テイ 佐々木トミエ 佐々木ミツ

佐々木盛佐々木良子佐藤ウメ 佐藤キヲ 佐藤ハナヨ ノレ子

杉山隆子杉山チヨ 高橋友江舟山桂子堀井清子堀井ヒサ子

山内トミ 渡辺裕子

石上尚子大沢品子木村ひさ子佐藤真智子杉原敬子保;授千秋

松本淳子松本千秋二浦るり

佐藤幸政佐藤繁光黒崎治助
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第 3節立地と壕境

遺跡は国鉄奥羽本線和田駅の南側約 3kmlζ 位置し、駅から南西lと向い、戸14~集落を抜けて南

lζ行くと台地がある。台地上の林業センター前から東に向うとほどなく一段高い段丘がある口

その右手に、本遺跡群があるD

地形的iζ出羽丘陵は多くの段丘が発達しているが、本遺跡群は雄和町と河辺町の境界付近に

あり、北は岩見川があり、太平山系を近くに望むことができ、南は安養寺Jllleはさまれた、西

iζ舌状lとのび、る標高80mの台地上lとある。局間は南側から小さな谷がいくつか入りこみ、ゆる

やかな起伏を形成している D

遺跡の現況は、各遺跡とも牧草地で牛の放牧地ともなっている。 遺跡の基本属位は以下の通

りで=あるロ

第 I層 黒褐色土(表土-10YR で牧草地改良の際の撹乱がみられる。

第豆層 黒褐色土(10YR~-{) で焼土と炭化物の粒子が混じる D

第E層 暗褐色土(漸移層-10YR~ず)で地山プロックが混じる。

第直属 明黄褐色ローム(地山一10YR%)である。

I愚から10"-15cmほど下のE層が遺物包含層であるが、遺構の躍認は30cmほど Fのローム面で

なされた。

周辺には多くの遺跡が点在している。岩見J11対岸の段丘上の北西側には縄文時代中期の下堤

遺跡、同中期から晩期、そして古代の小阿地遺跡群や縄文時代中期の御所野C遺跡、同時代晩

期の地方遺跡、縄文時代と弥生時代の複合遺跡の地蔵台B 5遺跡が存在し、北東側には縄文

時代中期、後期の堂平遺跡、古代の野田遺跡がある。隣接した遺跡として、縄文時代中期、晩

期の風無台遺跡、古代の長者森遺跡がある。

他には西側段丘端の雄物川両岸iと、縄文時代や古代の遺跡が点在しており、当遺跡との関連

性がうかがわれる。

第 4節発掘調査の競要

1 調査の方法

発掘調査は、各遺跡とも 4mx4mのグリッドを設定して実施した。遺跡のほぼ中央に任意

の基準点を設け、そこから磁北によって東西南北の基線を求め杭打ちを実施した。

グリッドの呼称は、南北線には南から北へアノレブァベットを、東西線には西から東へ数字を

-4-



用い、その交点である東南悶の点、をそれとした。(例 A 1、c--J )尚駒坂安 I遺跡では、

遺構の広がりから西に心.・④の拡張グリッドを設けたコ

2 調査経過

調査は、 4月26日から 5月2日まで行なわれたが調査に先立ち 4月3日にグリッド設定作業

と機材の搬入、プレハブの設置を行なった。

4月6日 調査員・補佐員 e作業員を2班lζ分けてj駒坂袋 1e TI遺跡同時に調査に人る。

4月8日 駒坂袋I遺跡では、 N-12、1--10グリッドで黒褐色の落ち込みを催認し、それ

ぞれSK 0 1、SK02とする口さらに日←7グリッドを中心に炭化物の広がりがみられ、遺

構の存在が予想される。

4月10日 駒坂袋 I遺跡 1-… 7グリッドで住居跡 (S1 0 1) F -10グリッドを中心iζ配石

群が検出される。駒坂袋E遺跡では、 G-7、F-8グリッドで2つの土;績を確認しそれぞれ

S K 0 1、o2とする 0

4月13EI 駒坂笠 I遺跡では、先に検出された配石群の精査と調査区中央の焼土遺構を中心

lζ精査が進められる。駒坂袋E遺跡では、 H-7グリッドでピット郡が検出され、 S1 0 1と

し、さらに SK03、o4、o5の土壊を検出した。

4月15日 駒坂袋E遺跡 1 6グリッドを中心iこピット群が検出されS1 0 2とし、先に検

出の遺構とともに実側図の作成に取りかかる。

4月17日 駒坂袋 I遺跡ではC-Oグリッドで複式炉、調査区西端でS1 0 2を確認する。

駒坂袋立遺跡では2軒の住居跡と 5基の土壌の実測を完了し、写真撮影して調査を終了する。

4月18日 滝ノ沢 1• n遺跡の調査に入る。

4月20日 滝ノ沢1• n遺跡からは、わずかに縄文土器片が出土したにすぎない0

4月27日 滝ノ沢1・E遺跡ともに遺構はなく遺物もわずかである。

j駒坂袋I遺跡では、 S1 0 2の実測と写真撮影を行い、調査を終了した。

4月28日 滝ノ沢 1• n遺跡とも基本土層図を作成し、写真撮影を行い調査を終了した口

5月2日 遺構の一部を埋め戻し、発掘機材を徹収し、発掘調査を終了した。

「「
U
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九 3

第 3図 駒坂袋 1• II遺跡グリッド配置図



:.= 
j屯 ノ 沢

遺跡記号 USZA 

遺

所 在 地 秋田県河辺郡雄和町傍川字滝沢

調査面積 608rrf 

跡



第 2

<現況>

コ包二

与主 滝ノ沢 遺跡

標高74~80mの南北に馬の背状に伸びる丘陵の北端lζ位置しており、北西にゆるやかに傾斜

するlfrである。現在は牧草地となっている。

第 1節検出遺構

されなかった口

第 2節出土遺物 1区j 図版 1) 

調査で出土した造物は、土器片20点、石器@ブレイクが11点である o

l 土器(第 l図 1--9 ) 

iは、外反する口緑部破片で、一段の隆帯を有する。胎土、焼成ともに良好である。 2も外

る口縁部彼片ーであろう。やはり一段の陸帯を自fする。隆帯より上には、上部iζ半裁竹管状

工呉による刺突文があり、その flζ沈線による山形文がみられる。隆帯上lζも東日突文が施され

ている。焼成は良好であるが、胎土には砂粒を含む。 3は、太い沈線によって文様が作出され

たものである。文様帯以下iこはLR縄文が付される口胎土、焼成とも良好な朱塗りの土器であ

る。 4~9 は縄文のみの土器片である。

2 石器(第 1I習 1~ 4) 

1は、石鎌である。両面から細かな剥離を加えているが、背面の中央部は粗く剥離されてい

る。断面はカマボコ型を呈する口 2は、石ベラ状の石器である。主要剥離面の側辺部には細か

な剥離が施され、打癌痕はけずられている。 3は、石錐の未完成品であろう。 4は石ベラであ

る。断面はカマボコ型で、組い剥離を操り返し、先端部にやや細かなまIJ離が操り返されるだけ

で、一部iζ自然面を残す。石質は全て頁岩である口



第 3節まとめ

調査では、遺構は検出されなかったが、これは昭和40年代の初めごろ、それまで雑木林であ

ったところを地山面までけずって牧草地に転換したということであり、その時〆すでに包含層，

遺構とも破壊されたものと考えられる。

出土遺物から、土器は円筒下麗d式(第 1図 1• 2)あるいは大洞A式

みられる。

-12-
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図版 1 上遺跡全景下出土遺物



:.:D:. 
j屯 ノ 沢

遺跡記号 USZB 

E 遺 跡

所 在 地 秋田県河辺郡雄和町椿川字滝ノ沢

調査面積 888rrf 



第 3 

<現況〉

ご丘三

唱~ 滝ノ沢 E 遺跡

沢 I遺跡と同一丘陵上の南端に位置し、標高76m前後で三方が沢lζ閉まれた平坦な場所

である。

第 l節検出土構

遺構は確認されなかった。

第 2節出土遺物 (第 l図図版 1) 

調査で出土した遺物は、土器片13点、石器@ブレイクが6点である。

1 土器(第 1図 1，.._， 3 ) 

1は、摩消手法のみられる土器で胎土@焼成ともに良女子である。胎土中iζキラキラ光る雲母

状の粒子が多い。 2・3は縄文・無文の土器である。し寸ごれも胴部下半の破片で、胎土@焼成

とも良好である。

2 石器(第 l図 1) 

石ベラ状の石器である口両面を粗く ~tiJ離した後 lこ先端部に丁寧な加工を施したもので、頁岩

製である。

第 3節まとめ

当遺跡と滝ノ沢 I遺跡とは距離にして200mほどしか離れておらず、同一遺跡として扱うべ

きであろうが、範囲確認調査で個々の遺跡として取り扱っており、今回の調査・報告でもそれ

に従ったものである。当遺跡も牧草地への転換の際に破壊されたものであろうが、数少なし

器片の文様や胎土 e焼成からみて、縄文時代後期の遺跡、と考えられるが詳細は不明である口又

調査では、 0.8m>< 1. 6 mほどの長構円形の浅い掘り込みで底面が焼けて、埋土中に多量に炭

化物を含んだものを6基確認している。これは戦中から戦後にかけて地元住民が使用した簡便

な炭焼き用の施設であり、本報告には記載しなかったD

-17--
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図版 1 上 遺跡遠景下出土遺物



駒 坂 +モ
事ξ

遺跡記号 uszc 

遺 跡

所 在 地 秋田県河辺郡雄和町繕川字駒坂袋

調査面積 1， 6 3 2 nf 
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第 4章 駒坂袋 I遺跡

〈現況〉

採草地及び放牧地として使用されていた。遺跡中央部は標高83mで、西と!羽に援やかに傾斜

して比高差10mの沢となる。西の沢には湧水地点がある。

第 l節検出選議と遺物

検出された遺構は竪穴住居跡、2軒、:炉跡2基、土壌9墓、配石遺構l基であるu

l 住居跡

S 1 01 霊穴住居跡 (第2図、図版3) 

7グリッドにあり E層上面で確認された。

)
一
由

形

床
面

a

平 不整楕円形で、長紬は3.25m、短軸2.63mである。

壁は東側で19cm、西側で 7cmを計り、垂産lこ立上る。床面はやや平祖で締りが

ある。

〔柱穴〕 炉の南部jに荏30cmほ

どのピットがあるだけで、住居

跡内外に柱穴は認められない。

〔周溝〕 検出されなかった口

〔炉〕 石田い部の外に埋設土

器を伴うもので、複式炉である口

石思い部の中には厚さ10cffiの焼

土がある。また石囲い部の北側

に隣接して深さ40cmのくぼみを

設けている。石や埋設土器も加

熱を受けて赤変している。長軸

方向はN100Wである。

〔炉埋設土器J (第15図2) 

器形は内湾の胴部から、強く内

湾する口縁部に至る小形の深鉢

形土器である。器高15cmを計る口

Gむ

O~ 

e参

志一一一一一 H 82.50m 一一一一一a-

言ミ&
認許怒謡五 ---s三

第2図 SI 01竪穴性居跡
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全体lζRL縄文を施すが、口縁部と胴部下端は無文である。底部は穿孔され、器面は加熱を受

けて赤変している。

〔その他J JI層(黒褐色土)まで下げナこ段階で、炭化物・焼土粒が多く散布し遺構の存在が予
想されたが、その屈では判然とせずJI'属(培褐色土)まで、下げた段階で検出された。

出土遺物 (第15図1、第16図 1.._， 9 図版7o 9) 

第15図lは、床面出土の小形の粗製鉢形土器で、器高は15cmである。全体はLR縄文で口縁
部と胴部下端は無文である。第16図1.._， 3は、沈線で文様帯を区画するものであるむ 1 (ま口縁
部を磨消して無文とし、その誼下iζRL縄文を充填した楕円形文か I-UJ字状文を施すものと
思われる。 5、6は全体iζLR縄文を施すが口縁部は無文帯としている。時期は縄文時代中期

末iζ比定される。

S 1 02 竪穴住居跡 (第4図図版3.. 4) 

〔位置] 西側の台地縁辺部で=検出された。

〔平面形〕 ほぽ円形で直径は東西4.45m南北4.30mである。

〔壁 e床面〕 壁は東側で'80cmと高くほぼ華麗である。西側は斜面ぎりぎりで、 10cmで=ある。

床面は炉から東側が極めて硬く、炉周辺は比較的軟かい。

〔柱穴〕 検出されなかった。

〔周溝〕 検出されなかった。

〔炉J (第 3函j 石囲い部の外に土器を埋設する複式炉である。石固い部は埋設土器の西
側を30cmほど掘り下げ、緩やかな傾斜をもっくぼみを作って、落ち際iこ長方形の凝灰岩を据え、

その上iζ3個の河原石を配し

ている。南側に河原石はない

が抜き取られたものであろう。

埋設土器局辺の池山は加熱を

受け赤変して硬くなっていて、

炉石の内側も焼けている。炉

の長軸方向はN650Eである。

土器埋設部の土層断面は、第

l 層が暗掲色 (5YR~O 粘

質土で加熱を受けボロボロし

ている。第2層が培褐色土(10

YR;，3')で炭化物と焼土粒子

が混入し、軟かくボソボゾし

a-一一一『同

a一一一一一一

一一一一一a-

H8030m一一一一a-

第3図 SI 02竪穴住居跡炉
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02竪穴住居跡51 第 4罰

ている口

断面の土層を観察するとレンズ状に堆積しており、床面から35----60cmの
ところで〔土層〕

その傾向は東側に顕著である。遺物が多く出土する。

で炭黒褐色土 UOYR %) 掲色土(表土-10YR均で撹乱されている。第2層第 1層

黒褐色土(10YR%)で炭化物粒子褐色土(10YR_U)。第4層化物粒子を含む己第3層

黒褐色土C10YR%)で黒褐色土(10YR ~3)で炭化物粒子が多い。第 6 層層にU

黒掲色土(10YR %)で焼土、炭化物、地山粒子炭化物粒子、地山粒子が混入する。第7層

褐色土(10YR X)で炭化物が多い。遺物を多く含

褐色土(10YR X')で地山ブロックが混入している。

-25-
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む口第9層



〔炉埋設土器J (第15図3・4 図版12)

3と4は重なって埋設されていたり 3は内側の土器で粗製の深鉢形土器である口全体iζRL

縄文を施し口縁部を磨り消している。器高27cmで=底部は欠損している。 4は外側の土器で頚部

がわずかにくびれ口縁部は外反する。この土器は施文11関序が比較的容易に判る。①下端の開く

靖円形文を沈綾によって 6回くり返し、さ}、@の精円形文の開花小さな 2つの惰円形文を上下

i乙配し、③、沈線区画内及び鯛部下半lζLR縄文を縦lζ施文、(岳、最後に口縁部から腕部中位

にかけて沈線区間外を磨り消す、というものである。

出土遺物 (第15-17図図版10守口)

中期末の土器、石器、土製品が出上した口

l 土器

1類 (第16図10.....16 図版10)

沈線によって縄文帯と磨り消しによる無文帯とに区鹿されているものを一括した口 RL縄文

が多い。 10--13は口縁部付近と思われる。

2類 (第15図5 第16図17--28 図版10)

沈線によって区画された ISJ字状文、，靖円形文か IUJ字状文lζ縄文を充填し、外iこ磨り

消しを施すものである。第15函5は頚部がわずかにくびれる深鉢形土器である。服部下半が欠

損している。地文はRL縄文で ICJ字状文のくり返しであるが、半分ほどしか残存しておら

ず文様単位は不明である。第16図17は2条の沈線で区画し内側区間内に縄文を充填するもので

ある。 20---23は幅のせまい無文部と、縄文の充填された部分が二重になって渦文を描くもので

あろう口 24-...27は IUJ字状文と思われる白

3類 (第16、17図29--34 図版11)

ロ縁部l乙無文帯があり、頚部から胴部にかけて縄文を沈線で区画するものである。口縁は平

縁が多いが、 31むように波状をなすものもある口

4類 (第17図35--42 図版 8)

施文を粘土紐貼付による隆帯と調整のための沈線で行なうものである。 I盗帯が広いものとせ

まいものがある。 35--37はLR縄文で褐色を呈すもので同一個体である。

5類 (第17図43 図版11)

口縁部lζ粘土紐を貼付して口縁部に沿う隆帯と渦巻状の文様で、縄文帯を区画するものであ

ろう。

6類 (第15図6 第17図44 図版11)

6はキャリバー形の浅鉢で頭部lζ粘土紐を貼付し、段を有する無文帯の平縁の口縁部を作り

出している。調部上半は隆帯による無文帯l乙区画された IUJ字状文が12回くり返されるもの

円。
つ心



しているた 不明であるコ 44はLi縁部に丹念なミガキがと思われる

施され

7 ~)11 (第]7ば145、46)

45、46は同一i団体。大きく外反する口縁部からゆるやかにくびれる強部に至り、胴;?日中(;}:か

ら!日!っこかけてやや膨らみ底部ですぽむ深鉢形土器である口口縁は半縁で!評()li1iし縄文である=

IU J字:伏文で閉まれた中には下方からの刺突が施されている。器外面には煤状炭化物の付者

が見られ、 。心

8 舘(第 15[弐17 第17国47~52)

縄文だけのものと口勤部を無文帯としているものである 7は深鉢の粗製土器で明部上半で

ややくびれる。平縁口総であるが部分的に小さく山形状を呈する口全体lこ撚糸文が施され、 [J

縁部は無文である。 47は胸部上半から口縁部にかけて援やかな曲線を描いて内向ぎみに

48は波状口縁で胸部上半は援やかな曲線で口縁部は外反している。 49--51は

縁である 3

2 石器 (第181支)I --.. :=.;図版12)

本仕:)rlf助;からは討13点の石器が出土した。そのうち小さい剥片を除く 6点を取り扱った口石

賀はいずれも頁宕である口

石匙 ( ]、 5) 

1は横形で背面に細かい争IJ離を行ない、主要最u離面はつまみ部周辺にのみ剥離を施すもので

ある。 5は背面の全周縁を剥離して、つまみ部の周辺には主要争IJ離面lζ も剥離を施すものであ

イ♀口

ヘラ:伏石器 ( 2、 3) 

いずれも背面に細かな剥離を施し、主要剥離面は両側縁にのみ刃部を作り出すもので、 1次

勾 d 立ïJ.!.::z::三宇r:!.~! --;:;-"、ヲ 勺 1....1-1./ _L.~'}，ァ十口 1 弓-，、ブ
ミj{IJ荷IE阻J"2.::"::tえしし ¥J'-:;)0 .) Vd../3 /)~:ノ\.:1"民レ\.. ¥i'-:;)o 

4は縦長の剥片で断面は三角形を呈し、両面にあらい剥離を施している片側の刃部にアスフ

アルトが付着している。

3 土製品 (第18図7--9 図版12)

ミニチュア土器 ( 7、8)

7は上部が欠損している口内外とも横位にミガキが施されているが、器商はデコボコしてい

る。内部には部分的に指!肢が残る。 8は器高4cmのコップ形を呈すもので、桐部の居間lこ粘土

秘を貼付して把手を作り出して穴をあけている。把手は 2ケ所で 1対になるものだがIケ所は

欠損しているむ器内外面iこ朱が付着している。

円盤状土製品 ( 9 ) 

ヴ

i



1点のみで、土器片を円形lと加工して再利用したものである。

2 炉跡

1号炉 (第5図図版5)

〔位置) D-0グリッドで検出された。

f形態省規半島 石囲炉である。 10--27cmの河原石を用いでほぼ円形lζ配している。径は50cm

で中は加熱を受け赤変している。焼土の厚さは10cmで、ある。

2号炉 (第 6図図版 5)

〔位置) D-0グリッド検出された。

〔形態 e規模〕 石囲炉である。プランは，構円形で、長軸の径は46cmで、ある。 17--30cmの円形及

び長方形の河原石を配している。炉内iと焼土があり、その厚さは8---15cmで、ある口

。島 ⑧ 

a-一一一一
H8l60π1 一一一一一-a' a一一一一一 H8160m 一一一一一8

第5図 i号炉

3 土讃

S亙01土墳 (第7図)

〔位置〕 遺跡の北東端 0-12グリッド検出された。

〔形態 e規模〕 不整椅円形で、長窪1.45m、短径O.75mである。西側は深さ 0.55mで壁はほ

ぼ垂直で、東側は緩やかに立上る。

〔出土遺物) 出土しなかった。

〔土層〕

第 6図 2号炉 。 1m 

口。
円

L



第 I層黒褐色土 UOYR 炭化物

粒子、地LLJ粒子混入。

2層黒掲色土(10YR %)軟かく

地山粒子の混入が多いG

第 2'J冨 2とほぼ同じだが、 2より地

山粒子の混入が多い。

第 3層黒褐色土(10YR 71<気を

多く含み軟かい。

ーーー一一-a

H83 2O，-n - a' 

第 7図 SKOl土墳

S K 02土壊 (第8関)

〔位置J 1 -10グリッドで検出された。

⑧ 

¥人

¥
仏
、

¥い
¥
 

/
 /
 /
 /
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a一一一一 H83ρOrn --a' 

第 8国 SK 02土境

〔形態@規模〕 不整円形で径が1.70皿、深さ1.45mで、底面の径は1.80mとやや広がりフラス

コ状を呈す。土層断面で2度の地山の崩壊が観察され、本来は上部の壁がもっと張り出してい

たと忌われる。

〔土層〕

第 1層黒色土(10YR;{)軟かい。

第2層 黒褐色土 UOYR~) 硬くしまり、炭化物粒子が小量混入。

第2'層 2とほぼ同じだが地山粒子が密iζ混入。

第3層 暗褐色土 UOYR;{)炭化物粒子と焼土ブ‘ロック混入。

第4麗 培褐色土(10YRX)軟かく炭化物、焼土粒子まばらに混入口

第 4'層 4とほぼ同じだが、地山粒子とブロックがしま状lζ混入。

第 5層 黒褐色土 UOYRYz)軟かく炭化物少量で地山ブロック多い。

第 6層 累掲色土 UOYRYz)やや硬く、炭化物がブロック状iζ混入。
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第 7層 黒褐色土(10YR%)きわめて軟かく、地山粒子の混入少ない。

第 8層 黒褐色土 (10YR%)軟かく、炭化物、地山の粒子の混入少ないc

⑥ 地'Uブロックである口

出土遺物

1 土器 (第17図53-....56 図版11)

53は撚糸文を沈線で産直し、無文部に縦位のrSJ字状の沈線を施す。 55は撚糸文を沈線で区画

した漁巻状文であろうか。

2 石器 (第18図6 図版12)

l 点だけ出土した白不定形で背面の片側だけに刃部を作り出し主要剥離函はそのままである。

石質は頁岩である。

S K 03土壌 (第9図)

〔位置J G 6グリッドで検出されたロ

〔形態 e規模〕 不整円形を呈し長径1.80m、組径 1ιOm、深さ 0.15mと浅い。

〔土層〕

第1層 暗褐色土 (10YR やや硬く、炭化物や地山粒子が少量混入。

③ 地山ブロックである。

S K 04土讃 (第10図図版8)

〔位置J H-2グリッドの周辺にあり、 SK05により切られている。

〔形態@規模〕 不整，楕円形で、長径1.15m、短径 0.80mで底部がやや広くなり、フラスコ状

を呈するものである。

〔土層〕

第 1 層暗褐色土(10YR~) 軟かく、地山、焼土粒子混入。

第2層 iこぶい福色土 QOYR万)土質は第1層と向じである。

第 3層褐色土(10YR y，;)やや硬く、地山粒子の混入が多い。

第 4層 lζぷい黄褐色土(10YRYs)軟かく、地山粒子の混入が多い。

第 4層褐色土(10YRA)軟かく、壁が崩落したものである。

⑤ 地山ブロックである。

S藍 05土壌 (第10図)

〔位置J H-2グリッド周辺にあり、 SK04を切っている。

〔形態@規模〕 不整楕円形で長径 0.77m、短径 0.70mで、深さ0.30mと浅い。

〔土層〕

第 1層褐色土(10YR%)炭化物。地山粒子混入。
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第 2層 掲色土(10YR Yz)炭化物粒子・地山ブロック混入

⑤ 地山ブロックである。

@ ⑮ 

a-一一 a' 
白一一一一

、、 一一一一a'

a-一一一一一 H 81.60m一一一一-a'

自一一一

第 9図 SK03土議

S K 06 土壊

H82.20ffi一一-3

l図図版8) 第10思 SK 04 .. 05土壊

F にあり、 S1¥.07を掘り下げてから確認されたものでS1¥.07より古い。

〔υf形E巴5態 e規模〕 不整円形を呈し、;壌壌口部カがf汁L10mでで=中 F位で

ラスコ状の土墳でで=あるD

S 1主的土藤 (第11凶図版 8)

〔位置J F ①グリッドにあり、 S1¥.06の上面で確認された。

〔形態@規模〕 偶丸長方形で、短径1.50m、長径 2.00m、深さ 0.15mと非常に浅い。

第 l層 暗椙色土(10YR火)やや硬く、炭化物粒子、地山粒子多く混入。

第 2j畜 培褐色土(10YRお)第 1I富iこ比べ炭化物位子、地山粒子の混入の度合いが少ない口

第 3層 lこぶい黄褐色土 (10YR){)軟かく地山粒子がブロック状に混入。

第 4層 補色土(10YR 炭化物粒子、地山粒子が少量ながら混入。

S K 08土壌 (第12図図版8)

〔位置J H-3グリッドにあり、 S1¥.04、05の南側にある。

〔形態 a 規模〕 不整椅円形で、長径1.05m、短径 0.85m、深さ 0.50mの円筒形を呈す。底面

はほぼ平らである。

〔土層〕

第 l層 暗掲色土(10YR~) 軟かく、地山粒子、炭化物粒子微量に混入。

第 2層 褐色(10YR 粘質土。良く締まり地山と暗褐色土が混じりあっている。
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第11函 SK06e07土壇

第 3層 褐色 OOYR主)粘質土。大変硬く締まり

地L1Jiζ暗褐色土が混じる。

SK的土壇 (第13図)

〔位置J E-8グリッドにある。

〔形態 e規模〕 楕円形で長径 0.90皿、短淫 0.78mで

深さ 0.28mと浅い。床面は平らである口

4 配石遺構 (第14図図版4)

〔位霞〕 東側のG-10、G-11グリッドを中心にし

てまとまりを持ち、 F-I0、G-llグワッドにも散在

する。

〔検出状況J 1層の表土を恭1]~，だ段階で検出されfこ。

一部、地山に埋っているものもあるが、ほとんどは地

山田より上にある。

⑮ 

a一一一一ー 一一一一-a'

a-一一一

第12図 SK 08土讃

@ 

a 一一-a

第13盟 SK 09土護

配石群は4グ1)ッドにまたがって分布しているが、特lζG-10とG-llグリッドを中心!C4 

つのまとまりが見られる口便宜上 I---JV群に分けた。

〔形態 e規模〕 醸の大きさは14---30c.mの楕円形か長方形のものが多い。部分的に石が重ねら

れている所もある。 1群、 E群は比較的小さい擦で構築されそのまとまりの範囲は狭い。盟、

IV群の擦はやや大きいものが多く、 W群はまとまりの範囲が2.50mと広い。 1---1V群とも擦の
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第14図配布遺構

形、大きさは一定しておらず配置の方向も規格性がない。際を除去して下を精査したが遺構は

検出されなかった口

円
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7 

1 ~2 51 引けは炉埋設土器、日立床間出土)
3~7 SI 02(3，4は炉堰設土器、 6 11 ) 

15図 {主居跡内出土遺物(1.2は対)
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10~31 SI 02(26，27床頭出土)
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第 2節遺構外出土遺物

遺構外から出土した遺物は、!日石器と縄文中期後半の土器が中心である。その数量は、整理

箱で10箱ほどである。

1 出石器(第19図図版13)

出土した!日石器は11点である。 以下主なものについて説明を加えたいヮ

石刃(第19図 1~ 7) 

いずれも背面の剥離方向とヨ三要剥離商とのそれが同じものである。 6を除けば縦長の剥片を

利用したものである口 lは両側辺部ともに刃こぼれがあり右側辺部が著しい。打面側には粗い

加工を施しており、打面にも再度加撃してし 1る包 2も両側辺部lこ刃こぼれがみられるが、左側

辺部には使用痕が顕著iとみられる。打面は残っており、打面倒は厚みをもっ臼 3は使用痕は確

認出来ないが、左側辺部lと刃こぼれがみられる。打面側には粗い剥離を加えている。 4も縦長

の剥片を利用したものであるが、前記のものよりは刃部が曲線的であり特に左側辺部には細加

工を施すむ 5は左側辺部に顕著な刃こぼれがみられ光沢をもっ 6は打面の反対側lζ自然記を

残す。 7も打面倒に自然面を残すが両側辺部ともに使用痕があり一部lこ光沢をもつもので:ある。

掻器(第19図8・9)

8はサイドスクレイパーで縦長の剥片の右側辺部に細加工を施している。打癒を削るため、

加撃が行われている。刃こぼれが著しい。 9は、側辺部、先端部ともに加工を施しているが、

部辺部の細加工iこ比べて先端部の加工は粗い。

。。
っδ



3 

、にゴモ

第19図 !日石器
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2 土器

調査によって得られた土器は縄文時代前期 a中期 e後期 e晩期のものである。それぞれを、

1--百群に分けて説明するヮ

第I群土器(第20図・ 21図1---4 

図版の14)

数量的には極めて少ないが、第20図

の完形品がある D これは口縁部が外反

し肥厚するもので最大径は口縁部にあ

る。文様は口縁部lこ半裁竹管による刺

突列があり、頚部は深い沈線があって

沈線問は隆帯のようにみえるB 服部と

頚部の境に丸みを帯びた蜂帯があり、

この上にさらに斜めに刻み目が施され

る司服部文様は不整の撚糸で規則性も

010cm  

第20図遺構外出土遺物

なく縦横に施される。第21図10 2は、原体は結束による羽状縄文と思われるが明らかでない。

3は半裁竹管による押し引きが行なわれており、押すカの強弱を互い違いにして一見刺突文に

みえる。 4は一段の隆帯を有する土器である。 ζれら土器群に繊維の混入はみられない白

第E群土器(第21図5---32 22図33---37 図版11の5---37) 

隆起線や沈線によって縄文の区画文が作出されるものを本群とした。

第l類(第21図8.. 13 .. 14) 

隆起線による渦巻文の変形したものである。隆起は断面が三角形となりはのごとく一部低く

なるものもある。

第2類(第21図5・6・10---12・15---17・19・21・22"24--32) 

沈線によって縄文が区画されるものを本類とした。沈線は太い棒状工具によって幅の広いも

のとなっている。口縁部は無文となっており (5・6.. 11・12"21・22)沈線による縄文区画

文は縦長の楕円区画文で器面に縦方向に展開されるのを特徴とする口磨消手法もみられ、区画

文の聞を磨消している。一部lとは区画文内を磨消して刺突を加えたものもある(15--17)。

ハU
A
H
t
 



3類(第21図7• 18・20・23 第22図33---37) 

沈線による縄文の区画文が曲線的なものである。第2類同様、縄文帯の間は磨消されている

が区画文は曲線的でrSJ字状、横iSJ字状など胸部lζ横方向へ展開される。 33は縄文帯が細くなり、

先端部は弧状を呈する。 34----35は沈線がゆるやかな曲線でもって号!かれる口

第麗群土器(第22図38--56 図版14の38--56)

rSJ字状沈線や曲線状沈線によって文様が描かれるもの口

第1類(第22図37--41 • 45・46.51) 

iSJ字状沈線が施文されるものである。特lζ40.41は潜消縄文の上lζ縦方向に沈線を引いてい

る口 37.38は第E群第3類に近似するものであるが、 37のごとく人組文風の文様を有するもの

もある。 51は撚糸文を地文として平行沈綾をヲ!し 1ただけのものである口

第2類(第22図42--44"56) 

口縁部が波状を呈し粘土紐貼付の行なわれるものである。 42は口縁部が肥厚して波状を呈す

るが波状に沿って刺突文や沈線が施される。 43は突起状の口縁部下lとボタン状の粘土を貼りつ

けたもので44ではその貼付された隆帯上に刺突が行なわれる。 56は波状の口縁部下に粘土紐が

貼付され口頚部文様は沈線によって横方向に、体部で縦方向iζ描かれる口

第3類 L第22図47--50.52--55 第23図1) 

縄文あるいは撚糸文のみのものである。縄文だけ施文された土器で47・48は口縁部が波状を

呈して外皮し、口縁部下は無文帯となる。 53は網目状の撚糸文である。

第W群土器 L第22図57 図版14の57)

縄文晩期の土器はこれl点である。口縁部に 3--4条の沈線をめぐらし、その下に 2個一対

の突起を作っている。

3 土製品(第23図2--4 図版15)

蓋(第23図2)

%が現存するものであるが全体的に細い沈線によって渦巻文が配される。渦巻文は 6個でつ
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まみ部は沈線をヲ|いたものと同じ工具で刺突と沈線が号|かれている。

小形土器(第23図3)

いわゆる手提ね土器で、焼成の段階で一部粘土が器内にくずれている。

土偶(第23関4) 

板状土偶で頭部は省略され、胸部iζは穴が穿たれている。首から腹部にかけては粘土貼付に

より隆帯を作り出している。背面lζは浅く広い溝がある。焼成、胎土とも良好である。

4 石器 (第24図1"""'11 第25図12---17 第26図18--21 図版16)

石鎌(第24図 1) 

断面が菱形に近く先端部もそれほど丁寧には作り出していない口背面には一次加工聞を残し

ている。

石匙(第24図2--8) 

縦形のものが5点 (2，， 3"4，， 5=7)で横形のものが2点であるo 8は未完成品であろ

う。いずれも頁岩である口?にはつまみ部にアスフアルトが付着している口

石錐(第25図9..._，lU

9 " 11は両面から錐認を作り出しているが片面のみ加工を加えている。

へラ状石器(第25図13---15) 

13.， 14は主要剥離面にほとんど加工が施されず、特に14は先端部が上向きになる。 15は両面

ともやや粗い加工を行なっている。

磨製石斧(第25図16"17)

いずれも基部 e刃部とも破損しているが、 16は薄く幅の広いものである口

五血(第26図18.19) 

18" 19ともに安山岩製のもので、 18は裏面を凹石に転用している。 19は円形のものであろう。

断面をみると中央部に行くほど薄くなっている。裏詣lζ何条かの溝が不規則l乙走る。

凹石(第26図20)

中央部がわずかながら凹んでいる程度で片面使用されたものである。

磨石(第26図21)

石の中央部をわずかながら平坦に握手いた短度で、片面だけである。
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第 3節まとめ

1 土器について

駒坂袋 I遺跡の第 I群土器は縄文時代前期中葉iζ位置づけられると思われる。次の第E

器は、第 1• 2類が大木9式と考えられる。特に隆起線の断面形が三角形になり;縄文区画も縦

長になるのが大きな特徴であろうっ第3類土器としたものは、縄文区画文が曲線的になり横へ

の展開を示すことからも大木10式と考えられる。しかしながら本資料ヰ!大木10式としたものに

は体部文様搭が明確なものが少なく、又いわゆる rCJ • rUJ字状文という文様は見ること

が出来なかった。わずかに SI02出土の上器から体部文様帯がわかるが、これによると第15図

5のト器には 1-CJ字状文の未発注なものと考えられる文様が施文されており、又同凶4の土

器では倍円区画文の沈援が1同部下半で部状に栴円区画文間をつないでおり、横への文段展開が

期待される土器である。従って本頚土器はこうした文様が横ι展開される初期のころのものと

思われ大本10式の古い方になるものと考えられる。第理群土器としたものは、後期初頭に位置

づけられる。

2 遺構について

遺跡は東西に長い広大な台地の南東側で、舌状にわずかにのびた先端部にある。この遺跡か

ら住回跡は 2軒検出された。その大きさは、 1号住自動:が不整楕円形で長径3.25由、 2号住居

跡、がほぼ円形で匝佳4.45mである。県内で発見された縄文時代中期の住居跡として♀

は中ぐらいの部類に属する。いずれの住居跡も柱穴は確認されず、炉の位置は壁寄りにあり、

その構造は石囲い部の外に埋設土器があるいわゆる複式炉である。 2号住居跡の炉はかなりし

っかりした造りで、ち思い部は石組みと さわしいものである。壁lとついては 1

跡は 7---19cmと浅いが、 2号住居跡は台地の西側縁辺部の斜面ぎりぎりに占地しており、床面

を水平にするため西側は10cmほどと浅いが、東側ではロームを80cmも掘り込んでいる。入口に

ついて 1号住居跡は明瞭な痕跡は認められない。 2号住居跡は炉の東側付近全体の床面が非常

に堅級であるが、前記のように壁高が80cmもあり出入口とは考え難い。北側か出張IJが出入口で

あったと推測される。時期はし 1ずれも縄文時代中期末で、 2号住居跡は炉に使用された土器か

ら大木10式期に比定される。

住居跡以外では炉跡が2基検出された口いずれも石間い炉で、柱穴等は確認されなかったが

住居跡と同じく縄文中期と考えられる。

土壊は全部で9基確認された。規模は径が、 0.70m--1.70mで、形態は袋状やフラスコ状に

-43-



きちっと掘り込まれているものや、径がO.78m"_'2.00 mで比較的浅い皿状のものや、垂直に掘

り込まれているものなどがあり規則性がない。いずれも出土遺物はほとんどないが、 2 

からは縄文時代中期末の遺物がわず、かに出土している。
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図版2 上発掘作業風景下向上



図版3 上 51 01 竪穴住居跡下 51 02竪穴住居跡



図版4 上 SI02竪穴住居跡炉下配石遺構



図版5 上 1号炉下 2号炉



図版6 上 SK 02 下 SK 03上塙
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図版7 上 SK04，05 下向上土靖



図版8 上 SK 04 中 SK 06，07 下SK08土塙
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駒 坂 袋 E 遺 跡

遺跡記号 USZD 

所 在 地 秋田県河辺郡雄和町繕川字駒坂袋

調査 面 積 576rrf 
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第 5 章 駒坂袋 E 遺跡

<現況>

駒坂袋E遺跡は、同 I遺跡の東側200mほどの丘稜斜面iζ位置する。標高は、 76mほどで東

側の小さな沢に向って傾斜している。南側にも沢が入りこみ、北側はゆるい起状のある丘陵で

ある。遺跡の土層は、 I層:黒褐色土(7.5Y R~1) で厚さlOcrn、立層: !皆掲色土(7.5Y R ~ρ 

でカーボンを含み厚さ20crnで、ある口 E層は明暗褐色 (7.5Y R Ys)で硬くしまりのあるローム

でtある。

第 l節検出遺講 (第 1図)

検出された遺構は、住居跡2軒、土壌5基でいずれも縄文晩期の遺構である口

1 竪穴住居跡

S 1 0 1竪穴註農跡(第2図図版2)

〔検出区J J -8 e 7グリッド班層上面で確認したもので、ピットのみ検出したものである口

(規模 e形態〕 柱穴から推定して径4mほどの円形を呈するものと思われる口床面は、少し

回凸があり、しまりがなく周辺の地山と区別しがたい。柱穴は14個で径20--40crnほどで円ない

しは楕円形を呈する。柱穴の深さは、 10--20crnで=埋土は、カーボンを含む暗褐色土(7.5Y R~，:O 

である。焼土・遺物はなかった。

S 1 0 2聾穴住居跡(第3図図版2)

〔検出区J Ho 1-6・7グリッド盟層上面で確認したものである口乙れも柱穴のみ検出し

たもので2回の建て替え(縮少あるいは拡大)が考えられる。大きい住居跡から S1 0 2 a、

S 1 0 2 b、S1 0 2 cとする。

S 1 0 2 a 

〔規模・形態J 6個の柱穴を確認したにすぎない。柱穴は、径25--40crnで、深さ1O--50crnで

ある。埋土はカーボンを含む暗褐色土(7. 5 Y R;Ya')である。円形を呈するものと思われる。

S 1 0 2 b 

〔規模・形態〕 径30--50crn、深さ10----50crnの円形ないしは楕円形を呈する柱穴で構成される。
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第 2図 51 01霊穴住居跡

柱穴は径5mのほぼ円形を呈して並んで、いるが東部Hc少しふくらみをもっD

S 1 0 2 c 

〔規模@形態〕 深さ20--40cm、径30--40cmの円形の柱穴が径3.3mほどの円形を呈し並んで

いる。柱穴内の埋土は暗掲色土 (7.5Y RU)である。住居内南側には暗赤褐色 (5Y R%O 
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の焼土が厚さ 5cmで、広がっている。

出土遺物(第4図図版 5の 1) 

S 1 0 2 cの柱穴内より出土した台付鉢形土器

の台部であろう。台部と腕部接合面lζは粘土紐貼

付ーによる隆帯があり、台部下半には2条の深い沈

線がめぐる。胎土@焼成とも良好で器面は赤褐色

を呈する。

2 土壊

SKOl土護(第5図)

〔検出区J G 7グリ

ッドの西側でII}吾F面で

確認されたものである。

〔規模 e 形態J 2.3 m 

l.lm(})楕円形をど言し、

深さ20cmほどで壁はスリ

鉢状に立ち上る口南北の

壁と底面は焼けて硬くな

っている。 は炭化

物の広がりがみられる。

第 1層黒褐色土 (7.5Y R 

第2層 (7，5 Y R 

第3!醤 黒色こと(lOYR 1:1) 

第 3'}語炭化物

4層 ( 1. 5 Y R X) 

出土遺物(第一6図 図版 6 の 2~' 4) 

いずれも縄文の施文された土器片である。

3は内わんし平縁の口縁部である。 3点とも

に胎土・焼成とも良好である。

57-

第4図 51 02出土土器
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SK02土壌(第7図)

〔検出区) F-7グリッド H層下回で確

認したものである口

〔規模・形態〕 1.4rnx1.0rnで北が若

千ふくらみ楕円形を呈する。深さ10cmほど

で壁ーはスリ鉢状lζ立ち上がる口 と底面は

焼けて硬くしまっている。

第 1層 暗娼色土(10YR 第7図 SK 02土壊

2 J昌; 黒褐色土(7.5 Y R 炭化物多く焼土も混入 第 3層 福色土 (7.5Y R 

S茎o3土護(第8図 図版4) 
〔検出区〕 J 5グリッド頂層上面

で確認された。

〔規模 e形態〕 墳口部1.7rn、最扶

1.04m、最長部 1.3m、填底部1.2

回、深さ O.72mのいわゆるフラスコ状

のピットである。境口部は円形を呈す

るが、最狭部から墳底部にかけては東

側にふくらみをもっD 大形の深鉢形土

器の 1個体分が墳底掛から、 Jt壁に接
するようにして出土した口

l層 ( 7. 5 Y R ~.{) 

2層 明福色土(7. 5 Y R 

第 3層 極培褐色 (7.5Y R百)

第 4層 黒 ( 7. 5 Y R 

出土遺物(第9図 e図版6の 5) 

@ 

8一一一
一一-a

8一一ー
H 7870m-a' 

~ 

)プブ
三-77寸〉

S密 SK 03土塘

大型の粗製深鉢形土器である。高さ50cm口縁部窪40cmで器厚 1cmである。全体iζLR縄文が

施される。 口縁部は網部上半からわずかに内わんし、断面形は先端が細まり尖っている。胎土

焼成とも良好で粘土紐の巻き上げ痕が明瞭である。

一 58-



S K 0 4土境 (第10図図版 5) 

〔検出区J 1 8グリッド北西隅でS1 

o 1の南側に位寵する。

〔規模・形態〕 墳臼部径 1m、墳底部径

O. 9 mの円形を呈する。壁はスリ鉢状にゆ

るく立ち上がり 3層中に台付鉢形土器が含

まれる。埋土には、カーボン e焼土が混人

する。第 1層褐色土(7. 5 Y R 

2層 fl音掲色二七 (7.5Y R 

第3層黄褐色土(10YR 

4層 明赤娼色焼土 (2.5Y R 

第5層明福色土(乙 5Y R ) 

出土遺物(第11凶図版6の6) 

台付鉢形土器である。[]唇部は 2

個 1対の突起をもち、突起の間はゆ

るやかな波状を呈する。口縁部器内

面i乙一条の沈線がめぐる。文様帯は

口頭部と服部上半lこ分けられる。口

頭部は線によって文様が描かれる

が、胴部上半の文禄帯は沈線によっ

て区画された中lこ縄文を残している口

は rSJ字状の沈線の起点と中

間それに終点iこ三角形ないし四角形

の穴が周[~られる口台部下半 iこは 2 条

の沈線がヲ!かれる。特に下の沈線内

にはさらにjさ「く Jの状の五Ijみが

掘される。器表面には煤状炭化物が

しているが台部は褐色を呈して

いる口 SK04出土の土器はこの l

個体だけである。

第百図 SK 03出土土器

@ 

a一一 一一 a

a一一一一 H 78.50m一一一 a

第10図 SK 04土域

第11図 SK 04出土土器
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S K 0 5土墳伽図図版 5) ④ 
〔検出区J J -8グリッド皿層上面

で確認したものである。

〔規模・形態〕 墳口部1.1 rn、最狭

部0.85rn、最強部1.4rn、墳底部1.3

m、深さ1.2rnのフラスコ状ピットで

ある。 床面は比較的平坦である。埋土

中には炭化物が混入し、底面から土器

片が出土した。

1層黒褐色土 (7.5Y R 

第 2層 極日音掲色土 (7.5Y Rち一)

第 3層階摺色土 (7.5Y R 

第4層褐色土 (7.5Y R 

出土遺物(第13区i図版6の7----10) 

3 • 4は口緩lこ刻み目帯を有する口

3の刻み目は縦型であるが、 4のそれ

8一一一

a 

第12国 SK 05土護

は爪形状のものである。文様は腕部全体に展開されるであろう。文禄は、人組文風のものと
太

腿骨文である口縄文帯と無文帯を画する沈線は起点@終点が鋭くなるものもある。 5は口頚部

iζ半円形文をくりかえす。口縁部iC:2個 1対の突起がっくり出される。 6は口縁部が内わん気

味l乙立ち上るものである。口縁部文様帯lこは羊歯状文に刻み目が使用される。羊歯状文の末端

はかみ合わない。 3"""'6はし 1ずれも鉢形土器の破片であろう。 1は壷型土器、 2は粗精の深鉢

形土器である。

第 2節遺構外出土遺物

1 土器(第14図図版6) 

出土した土器はわずカユで、あるが文様と時期的関係から次の 3類に分類した。

l類(第14図 1，.....， 6 ) 縄文中期後半に考えられる土器である口沈線で=文様が描かれるも

のや隆帯の上下lζ沈線を施すものがある。

2類(第14図7"""'14) 縄文晩期lζ考えられる土器である。 7・8のように口頭部にのみ

文様帯を有するものである口 7は羊歯状文の変形文、 8は半円形状文である。 9 • 12は羊歯状

一一60





文と刻み目が併用されたもので、口縁部は小波状をくりかえす。 10・11・13，.._，15は粗精土器破

片である口 11・14は平縁の口縁である 5

第3類(第13図16，.._，19) 弥生時代の土器片である口 16・17は横に撚糸文が施され、 18・19

は、縦方向に施される。いずれも赤褐色を呈する。

2 石器(第14図図版6) 

出土した石器は第14図の lを 2だけである。 1はブレイクを利用した石錐で片面加工のもの

である。 2は両面加工を施した石ベラ状の石器である。

第 3節まとめ

おいては、調査の期間などから駒坂袋立遺跡の性格を明確に把障ーするまでには至ら

なかったが、一応この遺跡が縄文晩期大洞CJVJのものであることが考えられる。特に晩期の住

としては県内では、藤株遺跡と鳶ケ長根盟遺跡でしか確認されておらず、いずれの住民跡

もピットのみ確認したものであるが、特lζ後者の鳶ケ長根出遺跡で住居跡l乙伴ってフラスコ状

ピットも検出されており、今回の調査例と類似しているのである。晩期の住居跡がピットのみ

確認されるのは、本来住居の竪穴状の壁がなかったものであろうかそれとも、 f麦世iζ削平され

るからであろうか、いずれにしろ今後、資料の増加を待って結論が下されるであろう。遺構外

出土の第l類土器は縄文中期後半大木9式ないしは10式に比定される。又第2類土器は遺構内

出土造物同様大洞Cj式と考えられる。第 3類土器は天王山式に併行するものであろう口

つUFO
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図版 1 上遺跡全景下発掘風景



図版2 上 5101竪穴住居跡下 51 02竪穴住居跡
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図版3 上 SK 01土塘下同土層断面
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図版4 上 SK03土塙下同土器出土状況
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図版 5 上 SK04 中 間土器出土状況下 SK 05土器出土状況



1 
2 4 

9 

10 


